
Ⅱ大阪市財政の現状と課題

③１人当たり経常行政コスト

・　３ヶ年推移（平成２０～２２年度）

・　他都市比較（主要５指定都市・平成２１年度）

➢  これまでの市政改革の取り組みにより、「人にかかるコスト」及び「物にかかるコス 

ト」は減少していますが、生活保護の急激な増加や、22年度は子ども手当の支給など、

「移転支出的なコスト」は大幅に増加しています。 

 

➢ また、他都市との比較(平成21年度)では、本市が一番多くの行政コストを掛けてい

ることが分かり、その主な「移転支出的なコスト」は、他都市と比べ突出していることも分

かります。なお、「人にかかるコスト」及び「物にかかるコスト」も他都市と比べ依然として

高いことから、今後も行財政改革に取り組む必要があります。 
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